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は じ め に 

 

学習院大学ファカルティ・ディベロップメント推進委員会委員長 

眞 野   泰 

 

 

 本報告書は、平成 30（2018）年度実施の「学生による授業評価アンケート」の集計結果

とその分析を取りまとめたものである。 

 本学では、授業改善の一助として「学生による授業評価アンケート」を年２回実施して

おり、平成 30 年度はこのアンケートを全学的に実施するようになって 13 年目を迎えた。

近年は、このアンケートが学内に定着し、教職員と学生の協力のもと、円滑な実施ができ

ている。 

 「学生による授業評価アンケート」の個別データは慎重に取り扱い、授業改善に役立て

ていただけるよう、各授業科目の担当教員にフィードバックしている。 

 さらに、このアンケートの結果を活用し、教育の改善に向けて、全学的に次のような取

り組みを行っている。 

 第一に、平成 22（2010）年度より、このアンケートの結果を受けて、各部門がどのよう

な授業改善を行ったのか、具体的な取り組み・工夫の例を集め、「『授業評価アンケート』

報告書」の第４章「授業への取り組み例」に掲載している。これにより、個々の教員の創

意工夫を大学全体で共有する。 

 第二に、同じく平成 22 年度より、各部門においてこのアンケートの結果を活用し、意見

交換を行う機会を設けるため、ＦＤをテーマにする懇談会を毎年開催している。 

 第三に、平成 27（2015）年度より、毎年度の第１学期中に、学生によって高く評価され

た授業を学内の教職員が見学・聴講する「授業見学・聴講」と、その授業の担当教員によ

る授業方法や授業改善のための創意工夫についての講演及び参加者による意見交換からな

る「ＦＤ研究会」を実施している。これにより、教職員が良い授業とは何かについて議論

し合い、授業方法や創意工夫についての情報を共有する場を作ることができた。 

 今後は、「学生による授業評価アンケート」に自由記述欄を設けることや、アンケートの

結果を学生に公開することなど、アンケートのあり方についても見直す必要があるだろう。

また、「学生による授業評価アンケート」のことだけでなく、教員が様々な形、様々な次元

でＦＤに関わることのできる制度の整備、環境の醸成を目指し、本学のＦＤ活動の見直し

を続けていきたい。 
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